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　二時間じかんの図画ずがの時間じかんに、先生せんせいが、

「みなさんのお母かあさんを、描かいてごらんなさい。」と、おっしゃいました。

「先生せんせい、お母かあさんのない人ひとは、どうしますか？」と、いったものがあります。

「お母かあさんのない人ひとは、だれですか？」

「武田たけだくんは、お母かあさんがないのです。」

「じゃ、ない人ひとは、お父とうさんをおかきなさい。」と、先生せんせいはおっしゃいました。

　みんなは、静しずかになりました。そして、年としちゃんは、まるまるとした手てに鉛筆えんぴつを握にぎって、お母かあさんの、お顔かおを思おもい出だしているうちに、

「いまごろ、お母かあさんは、どうしていらっしゃるだろうな。」と、ほんとうに考かんがえたのでした。

　昨日きのうの夜よるでした。お父とうさんが、お出でかけなさろうとして、

「まだ、着物きものはできないのか？」と、お母かあさんに、おっしゃいました。

「もうすこしですけれど、まだできあがっていないのです。」と、お答こたえなさると、

「なにをぐずぐずしているんだ。」と、お父とうさんは、お怒おこりになりました。

　そのとき、お母かあさんは、

「昼前ひるまえに、お客きゃくさまがあって、お帰かえりなされると、もうお昼ひるですし、昼過ひるすぎに仕事しごとをしかけますと、年としちゃんが帰かえってきて、そして、遊あそびに出でて、ころんできましたので、お洗濯せんたくをしてやりました。つぎに、花子はなこが帰かえってきて、お友ともだちのところへゆくのだから、髪かみを結ゆってくれといいますので、髪かみを結ゆってやったりしていますと、もう晩方ばんがたになりました。晩ばんには、お湯ゆがあるので、お湯ゆに入はいってからは、じき年としちゃんは眠ねむたがりますから、その前まえに学校がっこうのおさらいをしてやりますと、ほんとうに、お仕事しごとをする時間じかんというものがなかったのでした。今夜こんやは、おそくなっても縫ぬい上あげるつもりでいます。」と、お母かあさんは、おっしゃっていました。そばでこれをきいていた年としちゃんは、もしそれでお父とうさんが、怒おこるなら、お父とうさんがわるいと思おもいましたが、お父とうさんは、だまっていました。

　いま、そんなことを考かんがえると、お母かあさんが、なんだか、かわいそうになりました。

「あの原はらっぱで、あんなことをして遊あそばなければ、ころびもしなくて、よかったのだ。」と、年としちゃんは、昨日きのう、材木ざいもくがたくさん積つんである上うえを、吉雄よしおくんや、賢二けんじくんと、駈かけ足あしをして渡わたっているうちに、水みずたまりへ落おちて、着物きものをよごしたことを思おもったのです。

「いまごろ、お母かあさんは、どうしていらっしゃるだろうな。」

　いつもお仕事しごとをなさるところにすわって、お母かあさんは一人ひとりで、ガラス戸どの内うちから、外そとのお庭にわを見みていらっしゃる姿すがたを、年としちゃんは、目めに浮うかべたのでした。そして、うぐいすが、きょうも昼前ひるまえに飛とんできて、赤あかい実みのなった、梅うめもどきの木きや、つばきの枝えだにとまって、虫むしをさがしているのを、お母かあさんは、見みていらしたのです。しかし、そのお母かあさんの顔かおはさびしそうでありました。

　年としちゃんは、図画紙ずがしの上うえへ、さびしいお母かあさんのお顔かおを描かきました。なんだか、そのお母かあさんは、泣ないていらっしゃるようです。

「こんなの、おかしいなあ。」と、年としちゃんは、考かんがえていましたが、そのかたわらへ、「ボクたちが、るすのときの、さびしいお母かあさんのお顔かお」と、書かいて、先生せんせいへ出だしました。

　先生せんせいは、それをごらんになって、どうお思おもいなされるでしょう？　それは、このつぎ、いただいたときでなければわかりません。

　年としちゃんは、早はやくお家うちに帰かえって、お母かあさんのお顔かおを見みたいと思おもいました。学校がっこうが終おわると、急いそいでお家うちへ帰かえりました。

「ただいま！」と、いつものごとく、外そとから声こえをかけました。はたして、お母かあさんは、いつもの場所ばしょにすわっていらっしゃいました。

「お母かあさん、さびしくなかった？」と、年としちゃんは、ききました。

「うるさい人ひとが、みんなお留守るすで、静しずかでようございましたよ。」と、お母かあさんはおっしゃいました。

「うれしかった？」

「ほほほほほ。」

「うぐいすがきた？」

「きましたよ、きょうは、子こうぐいすと、母ははうぐいすと、二羽わきましたよ。」

「お母かあさんは、ボクのことを思おもっていた？」

「ええ、いまごろ年としちゃんは、おやつが食たべたいと思おもっているだろうと思おもいました。」と、お母かあさんは、お笑わらいになりました。

「そんなこと、思おもうもんか。」と、年としちゃんがいいました。そして、ランドセルを投なげ出だすと、おやつを握にぎって遊あそびに出でました。目めにあった、さびしいお母かあさんのお顔かおは消きえて、どこを見みても、たのしい朗ほがらかなお母かあさんの顔かおが笑わらっていました。
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